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＜岡山市：学校給食民間委託（試行）について＞ 
１、 学校給食の民間委託（試行）について 
 
平成１０年１１月議会で、教育費に対する給食費の経費が  
高いことが指摘され 
① １食当たり単価７５０円の経費は高く、人件費部分に 

問題があり、合理化の方策を追求する。 
② 学校給食経費を縮減し、他の学校運営、施設整備等、教育の 

高度化に活用する。 
③ 給食の内容、質を落とさず、経営は時代に合わせてよい 

面を出してゆく。 
の３点で議論が始まった。 
 

２、 学校給食の民間委託（試行）の経緯 
 
平成１１年８月に岡山市学校給食運営審議会が設置され、中間報告で今後の在り方について 
発表があり翌年民間委託の試行候補校を発表、その後２年試行される。 
平成１４年３月に学校給食調理業務等の民間委託への移行順序について「第一次中間計画」が教
育委員会より発表された。それにより各給食センターで順次実施されている。 
 
３、 学校給食の民間委託による効果 
 
学校給食１食当たり単価が平成１０年度で７５０円（公費負担額４７７円、保護者負担額２７３
円）が平成１７年度に６３４円（公費負担額３６５円、保護者負担額２６９円）に下がった。 
さらに食育のために、加工食品を減らした材料費の増大にたいしても吸収できている。 
 

[結果] 
・ 学校給食経費が高いとの考え方から合理化案を追及していったことによって 
  経費削減ばかりでなく、 

① 保護者負担額の減少 
② 食育問題の解消 

学校ごとの年間指導計画や学校行事に対応した内容の献立ができる 
正しい食事のマナーを身につけるために献立に見合った食器具を使用したり地域の食材を
使った食育を目指せる。 
週に何回かの米飯給食にするなど伝統的な食文化が継承できる。 
等時代にあった食問題が解決できる 
 
 

＜三次市：学校給食民間委託（中学校デリバリー給食）について＞ 
１、中学校デリバリー給食の概要 
三次市の学校給食は教育活動の一環として望ましい食習慣の形成や、 
学校生活を豊かにし生徒の健康の増進を図ることなどを目標に学校給食法に基づいて実
施している現在中学校１２校のうち５校でデリバリー給食を実施している 
 
２、選択制によるデリバリー方式 
家庭からの弁当持参とデリバリー方式の給食が選択できる形態としている 



デリバリー給食とは教育委員会の栄養職員が献立の作成と食材の発注を行い、民間の業
者に調理、盛り付け、配送、回収などの業務を委託している 
 
３、中学校デリバリー給食の効果 
家庭の事情によって弁当持参組は量、好き嫌い、母の味が求められている生徒は 
完食度が高く健康である 
デリバリー組は共働きが多く、メニューによって毎月選択が可能であり、 
月ごとに家庭の食事を弁当として持参している。 

  
４、問題点 

 温食、しるもの、量、個人の趣向が優先等、まだまだ継続が難しいと思われる 
 三次市の地域性（合併によって旧市内、山間部）による統一が不可能。 
 各地域の風土風習によって食生活の違いが多い。 
 

 

〔感想・岡崎市への反映〕  
１、視察先の岡山市、三次市においてはそれぞれの地域にあった学校給食を考慮して民間

委託という方向性を見出している。 

２、岡崎市も各給食センターの経営に民間のノウハウを取り入れることによりコスト削減

方法を考える時が来た。 

３、東部給食センターの計画からＰＦＩ方式の導入を考える必要がある。 

４、食育の原点は、子供たちが将来にむかって成長する時期の重要な要素を持っていると

  認識して本市も取り組んで行くべきと考えます。 

 

 

 
 


